
松井ひでお通信 2017.春号
◆ごあいさつ
日頃より、皆様より暖かい御支援を賜り心より感謝申し上

げます。
3月定例会では第五次長野市総合計画初年度となる平成29
年度予算審議が行われました。第五次計画は、「幸せ実感都
市ながの」を掲げ、本格的な人口減少時代の到来に対応した
計画となっております。
市民の皆様が幸せを実感できる計画の推進となるよう、皆
様のご意見・ご要望をお聞きしながら更に働いて参ります。
今後とも変わらぬ御支援を賜りますようお願い申し上げま
す。

★３月市議会定例会質問要旨
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問：市内への就業促進と市内中小企業と若者のマッチング向上、そ
して優良中小企業を育て紹介する観点から、ユースエール制度を市

内企業に周知し、安心して市内への就業の場を選べるようにすべき

答：まだ制度が始まったばかりですので、様々な機会を通して、企
業の皆様に向けて、この制度の周知に努めていく

問：地域の公共施設の在り方を市民ワークショップ形式で開催す
るが、メンバー確保、周知はどのように

答：ワークショップのメンバーについては、学生をはじめ幅広い年齢
層や職業の方に参加いただくことが重要で住民自治協議会、地区内回覧、
広報ホームページ、ＳＮＳなどを通じて、広く市民の皆様に参加を呼び
かけていく

６

問：オリンピックスタジアムでの、土日祝
日の昼間のコンサート開催の可能性は

答：地元の皆さんが、コンサート
開催が地域活性化につながるとの
期待があれば可能であるが、課題
もあるので可能性を探り、試験的
に実施していく

問：篠ノ井駅東西自由通路をパル
セイロカラ―に染め上げるなどワ
クワクする視覚を取り入れては

答：平成28年度から一支所一モデル事
業として篠ノ井の街中をオレンジ色に染
め上げる事業を住民自治協議会が取り組
んでおり、駅自由通路についても１つの
取り組みのアイデアとして地元に伝える
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加藤長野市長への要望が実現しました！

若穂地区・公共施設の在り方
調査研究特別委員会視察！

子ども医療費の窓口無料化に向けて

公明党長野市議員団の管内視察で若穂地
区のツリーハウスなどを見させていただき
ました。
ポニーや羊、ウサギなど動物や現在進行
のツリーハウス、りんごのオーナー制度、
農業民泊など魅力的な地域活性化に取り組
んでいる熱い想いに触れました。
地元の方にも様々お話をお聞きし、壮大
な夢をいかに実現するか、私たちの立場で
いうといかに応援できるか意見交換をさせ
ていただきました。
地域活性化には、夢と熱い想いをいかに
持ち続け、進み続けるかと教えていただき
ました。 今後も地域活性化のお手伝いを
できる限りさせていただきたいと思います。

また、所属している公共施設の在り方調
査研究特別委員会にて先進地の視察をさせ
ていただきました。
長野市においても、芋井地区での取り組
みをモデルに全市的に市民合意手法として
取り組んでいくことになりますが、市民の
皆様の合意形成を得るべく地域の現状、施
設の在り方、財政をしっかり示せるように
し議論を積んでいく必要があると思います。

子ども医療費の窓口無料化を行ってい
る市町村に対し、国は、市町村の国民
健康保険への補助を減額する措置取っ
てきました。
しかし、少子化対策と矛盾すること
から、公明党の山口那津男代表が昨年
２月の参議院代表質問でこうしたペナ
ルティーを見直すよう主張し、厚生労
働省は、未就学児を対象とする助成に
ついて減額措置を２０１８年度以降や
めることを決めました。
県はじめ各市町村の公明党の要望を
受け、子ども医療費の窓口負担の見直
しに向けた県と市町村の検討会が行わ
れ、受給者負担金を除き医療機関の窓
口で医療費を支払わなくて済む「窓口
無料化」の対象年齢を「中学卒業ま
で」にすると決め、県内７７市町村が
足並みをそろえ、２０１８年度中に実
施することとなりました。


